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1.はじめに 
有明海では，アサリ等の二枚貝類をはじめ多くの生

物が激減している．昭和 47 年から平成 24 年の 40 年
間の有明海に面する福岡県，佐賀県，長崎県，および
熊本県のアサリ漁獲量の推移を図-1 に示す．この図か
ら，有明海のアサリの漁獲量は昭和 58 年に約 9万 5千
トンの漁獲を記録した後，翌年には 5 万トンを下回る
までに減少し，それ以降減少し続けここ 20 年間は 1万
トンにも満たない年が多く，近年のアサリの漁獲量減
少は顕著となっていることがわかる．この減少の要因
としては底質の泥化，貧酸素化，赤潮の発生など，ア
サリの生息環境の悪化があげられる 1）．特に,元々砂干
潟であった場所にヘドロが堆積している場合には，ア
サリなどの二枚貝が生息できない状態になっており,
早急な底質改善が望まれている． 
そこで，本研究室では 3 年前から底質浄化効果が期

待されているフルボ酸鉄シリカ資材に注目し実証研究
を繰り返してきている.本研究では,熊本県玉名郡長洲
町沿岸干潟での底質浄化に伴うアサリ等の二枚貝類へ
の影響を把握するために，現地に資材を施工した箇所
でコドラート調査を行い，二枚貝の生息に与えるフル
ボ酸鉄シリカの影響を把握することを目的としてい
る. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. フルボ酸鉄シリカ資材の概要 
フルボ酸鉄シリカ資材は,環境改善に不可欠なフル

ボ酸鉄を多く含んだ製品である.フルボ酸鉄シリカ資
材の特徴は,主に木クズ,下水汚泥,食品腐敗物等のリ
サイクル原料の発酵処理品とシリカ・鉄からなる添加
物を混合し,人工的に容易に,安価に製造できる.また,
この資材中にはフルボ酸鉄,可溶性シリカ,リンが含ま
れており,環境改善に必要な成分が含まれている.  

3. 既往の研究 
福岡県柳川市橋本町沿岸干潟で採取した底質を用い
てマイクロコズムを用いたフルボ酸鉄シリカ資材によ
るヘドロ浄化実証実験が，ヘドロのみ使用したものは
2014 年 10 月 15 日～11 月 7 日（24 日間）アサリを用い
たヘドロ浄化実験は 2014 年 12 月 4 日～2015 年 1 月 7
日（35 日間）にかけて行われた．(1)ヘドロ浄化実験で
はフルボ酸鉄シリカ資材の添加による変化を確認する
ため, マイクロコズムに底質を 2cm 程度敷き詰めてフ
ルボ酸鉄シリカ資材を添加した場合と添加していない
場合で実験を行った．フルボ酸鉄シリカ資材を添加し
たものの方に浮泥が著しく確認され，それをデジタル
マイクロスコープで 1500倍の倍率で観察すると珪藻類
が確認された．また,珪藻類の中でもアサリの代表的な
餌の一つであるスケレトネマが多く確認された．(2)ア
サリを用いたヘドロ浄化実験ではヘドロ浄化に伴って
アサリにどのような効果をもたらすのかを確認するた
めマイクロコズムに底質を 2cm 程度敷き詰めてフルボ
酸鉄シリカ資材を添加した場合と添加していない場合
でそれぞれアサリを入れて実験を行った．アサリの死
亡数が大きく減少する結果が得られた 2）． 
4．調査地 
実験調査地は熊本県玉名郡長洲町沿岸干潟であり，

有明海に面している． 2015 年 7 月 14 日に 53 袋のフル
ボ酸鉄シリカ資材を海岸から約 240ｍの地点に設置し
た施工区(20m×100m 5m 格子)（図－2）と施工区の南側
にフルボ酸鉄シリカ資材を設置していない対照区，干
潟の 2 箇所に区画を設けた．施工区は 5 地点，対照区
で 1地点コドラート調査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．調査方法 
2015 年 7 月，8月，9月，10 月，11 月および 12 月に

コドラート調査により底生生物の現存量を把握した．
0.5ｍ×0.5ｍのコドラートを設置して、コドラート内
に生息している生物を採取し，4.75ｍｍ目の篩にかけ，
篩に残った生物を採取した．なお，対照区である地点 6
は 9月から調査を始めた． 
6．結果 
 種類別個体数比較（図－3）では，アサリ，シオフキ
ガイおよびホトトギスガイの各地点ごとの 0.25㎡にお
ける個数を合計個体数比較（図－4）ではその合計を示
している.施工区（1～5 地点）ではフルボ酸鉄シリカ資

図－2 施工区の資材施工地点及びコドラート調査地点 

図－1 福岡県，佐賀県，長崎県および熊本県のアサリ漁獲量の推移 

（出典：農林水産省 統計情報 年次別 漁業・養殖業生産統計年報） 
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材を設置した 7 月には二枚貝類はほとんど見られなか
ったものの，9月から二枚貝類が増加していきアサリは
特にこの傾向が顕著に現れている．さらに，12 月には
ほとんどの地点でアサリが大幅に増え，地点2では1275
個/0.25 ㎡と増加が著しい地点もあった。対して，対照
区（地点 6）では，アサリは増えることはなかった.シ
オフキガイも 8 月，9 月と増加したものの 10 月以降は
減少傾向にあった．ホトトギスガイは 9 月に初めて採
取され 10 月で数が増加したものの 12 月にかけて減少
傾向にあった．対照区では採取されなかった． 
またアサリの殻長と個体数変化（図－5）では，施工

区の全地点の個体数の合計を比較したものと対照区の
アサリの殻長と個体数の変化を示している．施工区で
は途中多少のずれはあるものの 9月から 12月にかけて
コホートが右に動いており，殻長が全体的に大きくな
っていることがわかる.一方，フルボ酸鉄シリカ資材を
添加していない対照区ではアサリの稚貝がほとんど採
取できなかった． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7．考察 
施工区で見られたアサリの個体数が増え，殻長が大

きくなったという変化が対照区では起こっていないこ
とより，資材を投入したことで底質環境が改善されア
サリがすみやすい環境になったと考えられる．そのひ
とつの要因として調査を行う際，施工前より施工後の
方が歩きやすくなっており，ヘドロが減少したことが
挙げられる．ヘドロがフルボ酸鉄シリカ資材の効果に
よって，分解されたことでアサリの生息環境に適した
ものになったということが考えられる． 
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図－3 種類別個体数比較 
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図－4 合計個体数比較 

図－5 アサリの殻長と個体数変化 
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